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６ 課題７ 

(ア) 教科書第４章を読んで以下の問題に簡潔に答えなさい。 

① 3.1 に「制度的談話」という言葉があるが、その例として、教科書に出ている例以外の例を最低２つ考え

なさい。 

 

 

② ５６頁に、制度的談話では、諸特徴があると書かれている。それぞれの特徴（質問と応答、話題、語彙、

発話量）はどのようなものか説明しその例を一つずつ挙げなさい。 

(イ) 質問と応答 

 

(ロ) 話題コントロール 

 

(ハ) 語彙 

 

(ニ) 発話量の差異 

 

 

(イ) 3.2 の図１からどのようなことがいえるか簡潔に説明せよ｡ 

 

 

(ウ) 3.2 の表１からどのようなことがいえるか説明せよ。 

 

 

(エ) 3.3 の図３からどのようなことがいえるか説明せよ。 

 

 

(オ) 4.1 の図１から何がいえるか。 

 

 

(カ) 下の表の各語彙の意味について、１－５のどれに当てはまるか､６３頁の各語の横に番号（よく知っていれば４

点、のように）を付して、よくしらない語を上から１０リストにしなさい。 

語 点数 語  語  語  

心神耗弱  心神喪失  被告  勾留  

情状酌量  被疑者  求刑  合理的疑い  

教唆する  罪名  立腹する  員面調書  

甲号証  付和随行  やにわに  思料する  

推認  共同正犯  態様  検面調書  

乙号証  黙秘権  自白の任意性  任意同行  

過剰防衛  執行猶予  宥恕する  公訴  

 




